
 

先日，社会科「火事からまちを守る」の学習で，今年４月に新しくできた東広島消防高屋分署へ校外学習

に行ってきました。自分たちが住んでいる地域にある消防署を見学し，火事からまちがどのように守られて

いるのかを，自分事として学習することができました。 

 また，消防署の方のお話の中で「自助」のことも教えていただきました。カップ麺を多めに買っておくこ

とや，雨雲レーダーなどを確認して情報を知ることも自助の一つだと知り，早速家に帰ってから始めまし

た！という声も多く聞きました。子どもたちはプリントの裏表にびっしりとメモを取り，とても良い学びに

なったようです。 

5月に遠足に行った道とほぼ同じ道のり

でしたが，3 年生の歩く姿は 5 月よりも

たくましくなっていたように感じました。 

実際の防火服を着せてもらいました。 

とても重たく，さらに１５kgのホースを2

個担いで走るということにびっくり！ 

放水体験もさせていただきました。 

水の勢いが強く，ホースを持ち続けることは

とても大変でした。 

だから，たくさんの訓練が必要になるという

ことを身をもって学べました。 

「自分の身は自分で守る」 

子供たちの中にもとても印象に残った

ようです。 


